ショヒョウ　ヤマガタ　マサアキ　チョ　ヴォーリズ　ノ　セイヨウ　カン　ニホン　キンダイ　ジュウタク　ノ　センク by 藤田, 治彦
Osaka University
Title<書評>山形政昭著『ヴォーリズの西洋館:日本近代住宅の先駆』
Author(s)藤田, 治彦
Citationデザイン理論. 41 P.133-P.135
Issue Date2002-11-09
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/53172
DOI
Rights
書 評 「デザイン理論』41/2002
山形政昭著
『ヴォー リズの西洋館:日 本近代住宅の先駆』
淡交社2002年
藤田治彦/大阪大学
エキ ュメ ニズムの建築家
ウ ィリアム ・メ レル ・ヴォー リズ(1880-
1964)はエキュメニズムの建築家である。但
し,こ の言葉が キ リス ト教諸教会 の世界 的な
一致運動 の意味で用 い られ るようにな ったの
は1925年前後 か らのことなので,あ くまで も
広義 のエキュメニズムの建築家 と呼んでお こ
う。
ヴォー リズが1900年に入学 した コロラ ド大
学で その運動 に参加 したYMCAは,1844年
にイギ リスで創設 され た組織で ある。 当時 ロ
ンドンの織物商の店員 だった創立者 ジョージ ・
ウィ リア ムは 「織物商 その他の商業 に従事 す
る青年 のた めの救 霊会 」 を組 織 し,そ れ を
「キ リス ト教青年会」,略称YMCAと 名づ け
た。 デザイ ン史 の上で はA・W・N・ ピュー
ジンを代 表 とする ゴシ ック復興運動の最盛 期
であ る。 宗教 的自由主義 とカ トリック化 に反
対 して独 自の正統性 を主張 した英国国教会 に
お けるオ ックス フォー ド運動 などが知 られて
いるが,そ れ は高教会派 の運動で あ り,低 教
会派や広 教会派 の動 きにっ いて は,少 な くと
も美術史 やデザイ ン史 の分野で はあま り知 ら
れて いな い。 しか し,英 国国教会 の枠を越え
て キ リス ト教 各派 が競 った19世紀 の運動 のな
かで も,も っとも急速 に拡大 した組織 の一つ
がYMCAで あった。そ の発展の急速 さ は驚
くべ きもので,1855年にはパ リに8ケ 国 の代
表 が集 ま り,世 界YMCA同 盟 を結成 した。
なかで も,北 米におけ る発展 は著 しか った。
ヴ ォー リズの父方 は ダッチ ・リフォーム ド
派,母 方 はニュー ・イ ングラン ドの清教徒 の
家系 と,系 統 は異な るが,も ともとYMCA
は超教派的運動であったので,同会へのヴォー
リズの参加に大きな問題 はなかったと思われ
る。ヴォーリズはコロラド大学を卒業すると
コロラド・スプリングのYMCAに 勤務 して
海外派遣の機会を待ち,滋賀県立商業学校英
語科教師の求人に応 じて日本に旅立つ。1906
(明治39)年2月2日に近江八幡の駅に着い
てか らの活躍は本書および同じ著者によるこ
れまでの好著 『ヴォーリズの住宅:伝 道され
たアメ リカンスタイル』(住まいの図書館出
版局)と 『ヴォーリズの建築:ミ ッションユー
トピアと都市の夢』(創元社)に 詳 しい。 そ
れでは,著者がこれ らの書物の副題では常に
強調 していたように,ヴ ォー リズはやはり宣
教師または伝道者 として捉えられるべきなの
だろうか。あるいは,今回の新著 『ヴォー リ
ズの西洋館:日 本近代住宅の先駆』で初めて
副題から外されたが,日本におけるヴォー リ
ズの活動は,キ リス ト教からどれだけ離 して
見ることができるのだろうか。なお,新著 は
次のように大 きく2部か らなり,先ず本題 と
いうべき住宅作品について具体的に語 り,次
にヴォー リズの人生の軌跡や,彼 が指導した
近江 ミッション,近江兄弟社などについて述
べて,そ の歴史的位置付けを試みるという全
体構成になっている。
1ヴ ォーリズの建築遺産
一 原風景としての住宅
二 和洋融合の住宅
三 再生された住宅の現在
II住宅建築の先駆者,ヴ ォーリズの軌跡
一 ヴォーリズの来 日と近江 ミッション
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二 建築部の構成と設計活動
三 住宅建築にっいて
ヴォー リズが設計 した最初の建築作品は八
幡YMCA会 館であり,ヴォーリズ建築事務
所の起源は,1908(明治41)年に受けた三条
柳馬場の京都YMCA会 館の工事監督 の依頼
にあるとされる。元来,ヴ ォー リズは滋賀県
立商業学校の英語教師として来 日したが,キ
リス ト教布教活動を警戒されて同校を解雇さ
れた。 このような経緯から,キ リス ト教活動
のために,や むを得ず建築事務所を興 したり,
メンソレータムの販売をしたヴォーリズといっ
たイメージが形成されがちである。 しか し,
彼のそれぞれの活動は,ど れが手段でどれが
目的といったものではなく,すべてが一つに
なった総体であった。
元来,YMCAは勤労青少年たちのための
体育館や宿泊施設の建設,学 生伝道などから
始まった運動である。創立者を始めとして初
期の会員の多くは商取引に関わる若者であり,
ある意味では企業心あふれるキリス ト教組織
である。著者は 『ヴォーリズの建築:ミ ッショ
ンユー トピアと都市の夢』のなかで 「YMCA
建築の設計は,彼 に与えられた一つの使命
Missionだったように思えるのだ」1と書いて
いるが,ま さにその通 りだった。付言するな
らば,彼 の活動のすべてが ミッションだった。
ユー トピア
ヴォー リズに約10年遅 れてYMCAの 活動
に参加 した,ヴ ォー リズと比べてみ たいイギ
リス人 がいる。 デヴォ ンの田舎で妻 とともに
ダーテ ィン トン ・ホール ・トラス トを創設 し,
世 界に稀 なユー トピア的 コ ミュニティを成功
裏 に運 営 した レオ ナル ド・エル ムハ ース ト
(1893-1974)であ る。 エ ル ムハ ー ス トは
1912年に 入 学 した ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 で
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YMCAの 活動 に加わ った。 ヨー クシ ャーの
地 主の息子 に生 れ,英 国 の最高学府の一 っ に
入学 しなが らもYMCAの 活動 に参加 したの
は,そ の非 国教会系 の運動 は硬直 した国教会
の壁 を越 え る視点 を与えて くれ るとい う理 由
か らであ った。
エル ムハース トは,ヴ ォー リズが 日本各地
にYMCAの 会館 や寄宿舎 を次 々 と建 てて い
た1915年に イ ン ド西 部 ア フマ ドナ ガ ル の
YMCAに 加 わ り,同 地 で ア メ リ カ の
YMCA幹 部 との交流 などもあ った。 その後,
エルムハース トは中東 テ ィグ リス河流域 に移
るが,激 しい戦 いと厳 しい暑 さな どのために
倒 れ,再 びイ ン ドに戻 る。彼 は旧約聖書 の地
で考 えを変 えたようで,「古 くか らの教 え,
原理,教 義 などは,自 分の経 験を要約 す るこ
とも,自 分の理性 を満足させ ることもなくなっ
て しま った」2と両親 に告 白す る。 「それ らは
永久 に失われたのではな く,満足できなくなっ
て しま ったのだ」3とも語 って いる。 ほどな く,
エルムハー ス トはYMCAを 離 れた。 イ ン ド
へ戻 った レオナル ドはアメ リカで農学 を学 ん
だ ヒギ ンボ トムというイギ リス人 に出会 った。
や はり伝道 のためにイ ンド北 部 アラババー ド
のキ リス ト教 カ レッジに派遣 されたが,そ こ
でイ ン ドの貧困 に直面 した人 物であ る。 ヒギ
ンボ トムは再 びアメ リカに帰 り,オ ハイオ州
立大学 で農学 を学んで アラババー ドに戻 り,
農業経営 を教 え始め た情熱の人であ る。 レオ
ナル ドに実際的 な農学を学ぶたあ にア メ リカ
に留学 する ことを進 めたの は彼であ った。
レオナル ドは コーネル大学 に留学 し,そ こ
でアメ リカの裕福な企業家兼 政治家の娘 で,
外交官 の夫 を亡 くした ドロシー ・ス トレイ ト,
の ちの ドロシー ・エル ムハ ー ス ト(1887-
1968)に出会 った。 レオナル ドは,亡 き夫 を
記念す る学生会館を コーネル大学 に建設 しよ
うとす る ドロシーの計画 に協 力 し,そ の過程
